






















するためのテクニック、⑨不登校改善計画の作成と合意、の 9項目である D その結果、 A
男は、翌日から遅刻もせず毎日登校し、下校まで教室で学習活動ができ不登校が完全に改















藤， 2011;塩川， 2012) 0星野 (2003)は、不登校121人に調査した結果、発達障害が小学
生60%、中学生38%であると報告している O また、中野 (2009)は、不登校763人に調査し
た結果、発達障害が小学生で16%、中学生8%、高校生130/0であると報告している。さら
に、審藤 (2012)は、精神科を受診した初診疾患児756人のうち、不登校を主訴としている 2
27人について診断した結果、不安障害 (23%)、気分障害 (19%)、広汎性発達障害 (19



















































































「本人参加型不登校改善会議」の手順と基本内容は、表 1に示した通りである O その手
順は、 1 .不登校改善会議の目的とルール、 II. 不登校に至る経緯の確認、 II. 能力およ
び気質や障害等の自己理解と課題把握、 N. 不登校の定義と不利益、 V. 生活環境の改善
と将来の展望、 VI. 不登校改善の自己決定とスケジュール、 VI. 居場所での学習内容と指























































1月 17日、家庭訪問において「本人参加型不登校改善会議」を実施した D 参加者は、
本人、母親、祖母、専門家チーム(大学教授・指導主事)、教頭、担任、特別支援教育コ
















ールを話し合った O 司会者が、翌週は 1回登校、 2週目は週 2回登校、 3週目は 3回登校
と増やしていくことを提案すると本人が同意した。居場所については、本人が別室を希望












学習することができた。 2週目は 2回(2月24日、 2月25日)を予定していたが、 2固と
もに別室登校することができた。 3週目は 3回(3月 3日、 3月 6日、 3月 7日)を予定
していたが、最後の3月7日は別室登校できなかった。 4週目は 4回(3月11日、 3月12日、
3月 14日、 3月15日)予定していたが、最初の 3月11日だけ別室登校した 3年生の卒業
式と自分の修業式に欠席した。欠席した理由は、 3月 6日に担任が下校時間に遅れ、本人
と会えずに帰宅したことが信頼関係を失ったと、後日、本人が語った。結果的に自己決定
した 10回の別室登校予定は、 6回別室登校でき 4回別室登校できなかった口
春休み中は、計 6回、職員室や教室に登校する予定にしていた O そこで、担任と専門家
チームが本人に別々に電話をかけ、 4回欠席した分は春休みに含めることにして、計10回、
職員室や教室に登校する約束をした。



























ュールを自己決定していくことが重要となる(三浦， 2009)0 A男も B子もアスペノレガー
症候群という自閉的な気質を持っているので、発達障害の理解と適切な対応を参加者全員
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